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第 19 回和泉市信太山丘陵市有地公園協議会自然環境保全活動の実施報告 

2017 年 4月 22 日（土）

●参加人数：41名

●活動内容：２箇所に分かれて作業を実施しました。コモウセンゴケ等

　湿地の植物の保全を行う場所で除草と間伐を行い、草原化を目指す場

　所で除草を行いました。春になりたくさんの花が咲き鳥の鳴き声が

　聞こえる環境での作業となりました。

●実施日：2017 年 4月 22日（土）

●時間：9時 00分～ 12時 00分

●天気 :晴れ
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信太山丘陵市有地全体位置図

コモウセンゴケ等の保全

草原化

活動実施場所 ■雑草等の除草、マツなどの間伐
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活動実施場所 ■ネザサの除草
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市道信太５号線

集合場所集合場所
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スミレ アリアケスミレ

タチツボスミレフモトスミレ

タラノメは、タラノキの

新芽のことです。独特な

香りが特徴的

です。

独特の香りがあり、殺菌

効果や食物繊維の豊富さ

から、万能薬

として古く

から使わ

れてきた

そうです。

シダの仲間の一種で、根

に含まれるデンプンから

ワラビ餅の元

となるワラ

ビ粉が作

られます。
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『スミレの道づくり』

信太山丘陵市有地には、タチツボスミレや

フモトスミレなど、たくさんのスミレが咲

く場所があります。今後もこのスミレを活

かした道作りを進めていきます。

『ウグイスの巣と卵』　

除草していると、ヤブの中からウグイスの巣

と卵が現れました。作

業をしてから、そっと

またヤブの中に返しま

した。無事卵からヒナ

が巣立つと良いですね。

この日、辺りにはタンポポの花

がたくさん咲いており、三輪さ

んから高校生達にタンポポの種

類や見分け方等の解説がありま

した。そのなかで「花びらから

花の付け根の部分までが甘いん

やで」と勧められた高校生達が

タンポポを恐る恐る食べていま

した。「甘い…」「案外いける！」

タンポポの花を食べるという初

めての体験を楽しんだ高校生達

でした。

活動の感想や今後の意見が挙がりました。
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ワラビ タラノメ

�������������

��������
�������

��������
������
����

ヨモギ

コモウセンゴケ等の保全を行

う場所では、除草をしたら中

に人が入りやすくなってしま

ったので、立ち入らないよう

にロープ等を取り付ける必要

があると思う。

これまでツツジが咲く環境を目指

して作業してきた。今日はたくさ

んの花が咲いているのを見られ

た。今後もた

くさん咲くよ

うに頑張って

いきたいと思

った。
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『サルトリイバラの太いツル』

これは、鬼の金棒！？ではなくサルトリイ

バラのツルです。

よく見るのは細

いツル、こんな

に太ければトゲ

が痛そうですね。


